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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キートップが配置されるキー開口部が設けられた機器ケースの表面に前記キー開口部を
囲むように設けられた環状の装着溝部と、この装着溝部に取り付けられる環状の装飾部材
とを備え、
　前記装飾部材の周面には、片持ち梁をなす「コ」字形状の弾性変形部と、この弾性変形
部に設けられた係合凸部とを備えた弾性突起部と複数の係合突起部とが設けられており、
　前記装着溝部の内面には、前記装飾部材が前記装着溝部に挿入された状態で前記装着溝
部に沿って回転した際に、前記装飾部材の回転移動に応じて、前記弾性突起部の係合凸部
が係合する第１の係止凹部と、前記複数の係合突起部がそれぞれ係合する複数の第２の係
止凹部とが設けられていることを特徴とする装飾部材の取付構造。
【請求項２】
　前記弾性突起部の弾性変形部は、前記装飾部材の外周面から弾性変形可能に突出して設
けられ、この弾性変形部に設けられた前記係合凸部は、その外周側に向けて突出しており
、
　前記第１の係止凹部は、前記装着溝部の底部に設けられて前記弾性突起部が挿入してス
ライドするスライド孔部と、前記機器ケースの下面に前記スライド孔部から連続して設け
られて前記弾性突起部がスライド可能に配置されるスライド凹部と、このスライド凹部の
内面に設けられて前記係合凸部が係脱可能に係合して前記弾性突起部を位置規制する複数
の位置規制凹部とを備えていることを特徴とする請求項１に記載の装飾部材の取付構造。
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【請求項３】
　前記複数の係合突起部は、それぞれ前記装飾部材の所定箇所における下部から側方に突
出して設けられており、
　前記複数の第２の係止凹部は、前記装着溝部の底部にそれぞれ設けられ、前記複数の係
合突起部がそれぞれ挿入してスライドする複数のスライド孔部と、この複数のスライド溝
部に対応する前記装着溝部内の側面部にそれぞれ設けられ、前記装飾部材が前記装着溝部
に沿って回転移動した際に、前記装飾部材の回転移動に応じて、前記複数の係合突起部の
上面をそれぞれ係脱可能に係止する複数の係止部とを備えていることを特徴とする請求項
１または請求項２に記載の装飾部材の取付構造。
【請求項４】
　前記機器ケース内には、前記キートップが設けられたキーシートが配置されており、こ
のキーシートには、前記装飾部材の回転移動を阻止するためる回転防止部が設けられてい
ることを特徴とする請求項３に記載の装飾部材の取付構造。
【請求項５】
　前記装着溝部が設けられた箇所における前記機器ケースには、前記弾性突起部を押圧し
て前記装飾部材を回転移動させるための先細部材が挿入する回転操作凹部が設けられてい
ることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれかに記載の装飾部材の取付構造。
【請求項６】
　前記装飾部材の回転移動に応じてスイッチ動作するスイッチ部を備えていることを特徴
とする請求項１～請求項５のいずれかに記載の装飾部材の取付構造。
【請求項７】
　キートップが配置されるキー開口部が設けられた機器ケースの表面に前記キー開口部を
囲むように環状の装飾部材が設けられる電子機器であって、
　前記機器ケースには、前記装飾部材に対応する環状の装着溝部が設けられ、
　前記装飾部材の周面には、片持ち梁をなす「コ」字形状の弾性変形部と、この弾性変形
部に設けられた係合凸部とを備えた弾性突起部と複数の係合突起部とが設けられており、
　前記装着溝部の内面には、前記装飾部材が前記装着溝部に挿入された状態で前記装着溝
部に沿って回転した際に、前記装飾部材の回転移動に応じて、前記弾性突起部の係合凸部
が係合する第１の係止凹部と、前記複数の係合突起部がそれぞれ係合する複数の第２の係
止凹部とが設けられていることを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電子辞書、携帯電話機、携帯情報端末機などの電子機器に用いられる装飾
部材の取付構造、及びこの取付構造を用いた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯電話機などの電子機器においては、特許文献１に記載されているように、環
状の部材であるリングキーを機器ケースに取り付ける際に、機器ケースの表面に取り付け
られる装飾パネルと機器ケースとの間に、リングキーの下部外周から突出した部分を介在
させ、この状態でリングキーを装飾パネルの開口部から外部に露出させるように構成され
たものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－５４１４１号公報
【０００４】
　この場合、環状の部材であるリングキーは、その下面にキーシートが接着剤によって一
体的に取り付けられている。このキーシートは、リングキーの内径と同じ大きさの円形孔
を有し、その外周部がリングキーの外周から側方に突出した大きさに形成され、この側方
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に突出した部分が装飾パネルと機器ケースとの間に挟み付けられるように構成されている
。
【０００５】
　これにより、リングキーを機器ケースに取り付ける場合には、まず、キーシートをリン
グキーと共に機器ケースの表面に配置する。この後、機器ケースの表面に装飾パネルを取
り付ける際に、装飾パネルの円形孔にリングキーを挿入させて、装飾パネルを機器ケース
の表面に接着固定する。これにより、リングキーの外周から側方に突出したキーシートの
突出部分が機器ケースと装飾パネルとの間に挟み付けられて、リングキーが装飾パネルの
開口部から外部に露出した状態で機器ケースに対して取り付けられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、このような環状の部材であるリングキーの取付構造では、機器ケースと
装飾パネルとの間にリングキーのキーシートを挟み付ける構成であるから、装飾パネルを
用いなければ、リングキーを機器ケースに対して取り付けることができない。このため、
装飾パネルなどの別部品が必要となり、部品点数が多くなると共に、機器ケースの厚みも
厚くなるという問題があるほか、装飾パネルを機器ケースに接着固定しているので、リン
グキーを簡単に取り外して交換することができないという問題もある。
【０００７】
　この発明が解決しようとする課題は、別部品を用いず、少ない部品点数で、機器ケース
の厚みが厚くならず、環状の装飾部材を簡単に取り付けることができる装飾部材の取付構
造、及びこの取付構造を用いた電子機器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明は、上記課題を解決するために、次のような構成を備えている。
　請求項１に記載の発明は、キートップが配置されるキー開口部が設けられた機器ケース
の表面に前記キー開口部を囲むように設けられた環状の装着溝部と、この装着溝部に取り
付けられる環状の装飾部材とを備え、
　前記装飾部材の周面には、片持ち梁をなす「コ」字形状の弾性変形部と、この弾性変形
部に設けられた係合凸部とを備えた弾性突起部と複数の係合突起部とが設けられており、
　前記装着溝部の内面には、前記装飾部材が前記装着溝部に挿入された状態で前記装着溝
部に沿って回転した際に、前記装飾部材の回転移動に応じて、前記弾性突起部の係合凸部
が係合する第１の係止凹部と、前記複数の係合突起部がそれぞれ係合する複数の第２の係
止凹部とが設けられていることを特徴とする装飾部材の取付構造である。
　また、請求項７に記載の発明は、キートップが配置されるキー開口部が設けられた機器
ケースの表面に前記キー開口部を囲むように環状の装飾部材が設けられる電子機器であっ
て、
　前記機器ケースには、前記装飾部材に対応する環状の装着溝部が設けられ、
　前記装飾部材の周面には、片持ち梁をなす「コ」字形状の弾性変形部と、この弾性変形
部に設けられた係合凸部とを備えた弾性突起部と複数の係合突起部とが設けられており、
　前記装着溝部の内面には、前記装飾部材が前記装着溝部に挿入された状態で前記装着溝
部に沿って回転した際に、前記装飾部材の回転移動に応じて、前記弾性突起部の係合凸部
が係合する第１の係止凹部と、前記複数の係合突起部がそれぞれ係合する複数の第２の係
止凹部とが設けられていることを特徴とする電子機器である。
【０００９】
　請求項に記載の発明は、前記弾性突起部の弾性変形部は、前記装飾部材の外周面から弾
性変形可能に突出して設けられ、この弾性変形部に設けられた前記係合凸部は、その外周
側に向けて突出しており、
　前記第１の係止凹部は、前記装着溝部の底部に設けられて前記弾性突起部が挿入してス
ライドするスライド孔部と、前記機器ケースの下面に前記スライド孔部から連続して設け
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られて前記弾性突起部がスライド可能に配置されるスライド凹部と、このスライド凹部の
内面に設けられて前記係合凸部が係脱可能に係合して前記弾性突起部を位置規制する複数
の位置規制凹部とを備えていることを特徴とする請求項１に記載の装飾部材の取付構造で
ある。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、前記複数の係合突起部が、それぞれ前記装飾部材の所定箇所
における下部から側方に突出して設けられており、前記複数の第２の係止凹部は、前記装
着溝部の底部にそれぞれ設けられ、前記複数の係合突起部がそれぞれ挿入してスライドす
る複数のスライド孔部と、この複数のスライド溝部に対応する前記装着溝部内の側面部に
それぞれ設けられ、前記装飾部材が前記装着溝部に沿って回転移動した際に、前記装飾部
材の回転移動に応じて、前記複数の係合突起部の上面をそれぞれ係脱可能に係止する複数
の係止部とを備えていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の装飾部材の取
付構造である。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、前記機器ケース内に、前記キートップが設けられたキーシー
トが配置されており、このキーシートには、前記装飾部材の回転移動を阻止するためる回
転防止部が設けられていることを特徴とする請求項３に記載の装飾部材の取付構造である
。
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、前記装着溝部が設けられた箇所における前記機器ケースに、
前記弾性突起部を押圧して前記装飾部材を回転移動させるための先細部材が挿入する回転
操作凹部が設けられていることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれかに記載の装飾
部材の取付構造である。
【００１３】
　請求項６に記載の発明は、前記装飾部材の回転移動に応じてスイッチ動作するスイッチ
部を備えていることを特徴とする請求項１～請求項５のいずれかに記載の装飾部材の取付
構造である。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、機器ケースの表面に環状の装飾部材を取り付ける際に、機器ケース
の表面に設けられた環状の装着溝部内に、環状の装飾部材を挿入させて環状の装着溝部に
沿って回転移動させると、この装飾部材の回転移動に応じて、装飾部材の弾性突起部が装
着溝部の第１の係止凹部に係脱可能に係止されると共に、装飾部材の複数の係合突起部が
装着溝部の複数の第２の係止凹部にそれぞれ係脱可能に係止され、これにより装飾部材を
機器ケースに取り付けることができる。このため、別部品を用いず、少ない部品点数で、
機器ケースの厚みが厚くならず、環状の装飾部材を簡単に取り付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この発明を電子辞書に適用した実施形態１を示した平面図である。
【図２】図１の電子辞書を折り畳んで重ね合わせた状態を示した側面図である。
【図３】図２の電子辞書を下面側から見た底面図である。
【図４】図１の電子辞書において第２の入力部の箇所を示した要部の拡大平面図である。
【図５】図４の第２の入力部の箇所を内部側から見た示した要部の拡大裏面図である。
【図６】図４のＡ－Ａ矢視における要部の拡大断面図である。
【図７】図４の装飾部材を示した拡大裏面図である。
【図８】図７のＢ－Ｂ矢視における要部の拡大断面図である。
【図９】図４において装飾部材を取り外して上部ケースの装着溝部を示した要部の拡大平
面図である。
【図１０】図９の上部ケースを内部側から見た要部の拡大裏面図である。
【図１１】図５における装飾部材の弾性突起部が装着溝部の第１の係止凹部に配置された
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状態を拡大して示し、（ａ）は弾性突起部の係合凸部が第１の係止凹部のロック位置の位
置規制凹部に係合した状態を示した要部の拡大裏面図、（ｂ）は弾性突起部の係合凸部が
第１の係止凹部のロック解除位置の位置規制凹部に係合した状態を示した要部の拡大裏面
図である。
【図１２】図５のＣ－Ｃ矢視における要部の拡大断面図である。
【図１３】図５のＤ―Ｄ矢視における要部の拡大断面図である。
【図１４】図１３のＥ―Ｅ矢視における断面を示し、（ａ）はその要部の拡大断面図、（
ｂ）は図１３の上部ケースからゴムシートをスイッチ基板と共に取り外す状態を示した要
部の拡大断面図である。
【図１５】図９の上部ケースにおける装着溝部に装飾部材の弾性突起部を斜め上方から挿
入した状態を示した要部の拡大断面図である。
【図１６】図１５において装飾部材を装着溝部に挿入させた状態を示した要部の拡大平面
図である。
【図１７】図１６の状態における上部ケースを内部側から見た要部の拡大裏面図である。
【図１８】この発明を電子辞書に適用した実施形態２において第２の入力部の箇所を示し
た要部の拡大平面図である。
【図１９】図１８の第２の入力部の箇所を内部側から見た要部の拡大裏面図である。
【図２０】図１９の装飾部材を示した要部の拡大裏面図である。
【図２１】図２０のＦ―Ｆ矢視における拡大断面図である。
【図２２】図１９における装飾部材の弾性突起部が装着溝部の第１の係止凹部に配置され
た状態を拡大して示し、（ａ）は弾性突起部の係合凸部が第１の係止凹部のロック位置の
位置規制凹部に係合した状態を示した要部の拡大裏面図、（ｂ）は弾性突起部の係合凸部
が第１の係止凹部のロック解除位置の位置規制凹部に係合した状態を示した要部の拡大裏
面図である。
【図２３】実施形態２の弾性突起部の変形例を示した装飾部材の拡大裏面図である。
【図２４】図２３における装飾部材の弾性突起部が装着溝部の第１の係止凹部に配置され
た状態を拡大して示し、（ａ）は弾性突起部の係合凸部が第１の係止凹部のロック位置の
位置規制凹部に係合した状態を示した要部の拡大裏面図、（ｂ）は弾性突起部の係合凸部
が第１の係止凹部のロック解除位置の位置規制凹部に係合した状態を示した要部の拡大裏
面図である。
【図２５】この発明を電子辞書に適用した実施形態３において装飾部材に設けられたスラ
イドスイッチ部の箇所を示した要部の拡大裏面図である。
【図２６】図２５のＡ部を示した拡大図である。
【図２７】図２５のスライドスイッチ部に対する箇所のスイッチ基板を示した要部の拡大
平面図である。
【図２８】図２５のスライドスイッチ部の接点板と図２７の複数の接点部との接触状態に
おいてオン状態を示した図である。
【図２９】図２８のスライドスイッチ部におけるオフ状態を示した図である。
【図３０】図２６のＧ―Ｇ矢視における拡大断面図である。
【図３１】図２５の装飾部材を上部ケースの装着溝部に挿入した状態を示した要部の拡大
平面図である。
【図３２】図３１の上部ケースを内部側から見た要部の拡大裏面図である。
【図３３】図３１において装飾部材を回転移動させてスライドスイッチ部をオンにした状
態を示した要部の拡大平面図である。
【図３４】図３３の上部ケースを内部側から見た要部の拡大裏面図である。
【図３５】図３３において装飾部材を更に回転移動させてスライドスイッチ部をオフにし
た状態を示した要部の拡大平面図である。
【図３６】図３５の上部ケースを内部側から見た要部の拡大裏面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
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（実施形態１）
　以下、図１～図１７を参照して、この発明を電子辞書に適用した実施形態１について説
明する。
　この電子辞書は、図１および図２に示すように、第１のケース１と第２のケース２とを
備え、これら第１のケースと第２のケース２とがヒンジ部３によって回転自在に連結され
、このヒンジ部３を中心に第１のケース１と第２のケース２とが開閉自在に重なり合うよ
うに構成されている。
【００１７】
　この場合、第１のケース１における第２のケース２に対向する内側面には、図１に示す
ように、入力表示部４がほぼ全域に設けられている。この入力表示部４は、透明なタッチ
パネルの下に表示パネルを重ね合わせたものであり、透明なタッチパネルを通して表示パ
ネルに表示された情報が見え、この状態で透明なタッチパネルをタッチペン５（図３参照
）でタッチ操作することにより、情報を入力するように構成されている。
【００１８】
　また、第２のケース２における第１のケース１に対向する内側面には、図１に示すよう
に、キー入力部６、補助入力表示部７、およびスピーカ部８が設けられている。キー入力
部６は、文字キー、ファンクションキーが配列された第１の入力部９と、カーソルキー、
決定キーが円形状の領域内に配列された第２の入力部１０とを備え、これらの各キーをキ
ー操作することにより、情報を入力するように構成されている。
【００１９】
　補助入力表示部７は、手書き入力部であり、入力表示部４と同様、透明なタッチパネル
の下に表示パネルを重ね合わせたものであり、透明なタッチパネルをタッチペン５（図３
参照）でタッチ操作することにより、手書き情報を入力するように構成されている。スピ
ーカ部８は、音声や警報音などの音を放音するものであり、キー入力部６および補助入力
表示部７で入力された情報に基づいて音声や警報音などの音を放音するように構成されて
いる。
【００２０】
　この場合、第２のケース２は、図２に示すように、上部ケース１１と下部ケース１２と
で構成されている。上部ケース１１には、図１に示すように、キー入力部６、補助入力表
示部７、およびスピーカ部８が上面から外部に露出して設けられている。下部ケース１２
には、図３に示すように、タッチペン５を収納するペン収納部１３が設けられているほか
、下部ケース１２の下面には、複数のゴム足１４が設けられている。
【００２１】
　ところで、第２のケース２の上部ケース１１に設けられたキー入力部６のうち、第２の
入力部１０は、図１および図４に示すように、リング状の装飾部材１５によって囲われて
いる。この装飾部材１５は、図４～図１０に示すように、上部ケース１１の上面に設けら
れたリング状の装着溝部１６に着脱可能に取り付けられるように構成されている。
【００２２】
　この場合、装着溝部１６で囲われた領域内に位置する上部ケース１１には、図４～図６
に示すように、仕切りリブ１７によって複数のキー開口部１１ａが設けられている。この
複数のキー開口部１１ａ内には、図４～図１０に示すように、第２の入力部１０における
複数のキートップ１８ａが、それぞれ上部ケース１１の上方に露出した状態で、出没可能
に配置されている。
【００２３】
　この複数のキートップ１８ａは、カーソルキー、決定キーなどの各キーに対応するもの
であり、図６に示すように、ゴムシート１８を膨出形成することにより、ゴムシート１８
に一体に形成されたドーム状の膨出部分である。このゴムシート１８は、スイッチ基板１
９上に設けられ、このスイッチ基板１９と共に上部ケース１１内に組み込まれている。こ
の場合、複数のキートップ１８ａは、その内面に可動接点が設けられ、キートップ１８ａ
が押されて弾性変形した際に、可動接点がスイッチ基板１９上に設けられた固定接点に接
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離可能に接触してスイッチ信号を出力するように構成されている。
【００２４】
　一方、リング状の装飾部材１５は、合成樹脂からなり、図７および図８に示すように、
弾性突起部２０と複数の係合突起部２１とが設けられている。弾性突起部２０は、図７、
図８および図１１に示すように、装飾部材１５の下面から外周側に突出して設けられた両
持ち梁をなす枠形状の弾性変形部２０ａと、この弾性変形部２０ａの外端部にその外周側
に向けて円弧状に突出して設けられた係合凸部２０ｂとを備え、これらが装飾部材１５と
一体に形成されている。
【００２５】
　この弾性突起部２０は、枠形状の弾性変形部２０ａ内にタッチペン５のペン先５ａが挿
入し、この状態でタッチペン５によって枠形状の弾性変形部２０ａを装飾部材１５の円弧
方向に沿って押すことにより、装飾部材１５を回転移動させるように構成されていると共
に、装飾部材１５が回転移動する際に、係合凸部２０ｂが後述する装着溝部１６の第１の
係止凹部２２の内面で押されて、弾性変形部２０ａが弾性変形するように構成されている
。
【００２６】
　複数の係合突起部２１は、図７および図８に示すように、装飾部材１５の外周面におけ
る所定箇所と、装飾部材１５の内周面における所定箇所とにそれぞれ設けられている。こ
の場合、装飾部材１５の外周面に位置する係合突起部２１は、角柱状をなし、図８および
図１２に示すように、装飾部材１５の下面から外周側に突出して設けられている。装飾部
材１５の内周面に位置する係合突起部２１は、角柱状をなし、図７および図８に示すよう
に、装飾部材１５の下面から内周側に突出して設けられている。
【００２７】
　また、装飾部材１５が装着する装着溝部１６は、図９および図１０に示すように、上部
ケース１１の上面にリング状に形成された凹部状の環状溝である。この装着溝部１６の内
面には、装飾部材１５が装着溝部１６に挿入された状態で装着溝部１６の円弧方向に沿っ
て回転した際に、装飾部材１５の回転移動に応じて、弾性突起部２０が係脱可能に係合す
る第１の係止凹部２２と、複数の係合突起部２１がそれぞれ係脱可能に係合する複数の第
２の係止凹部２３とが設けられている。
【００２８】
　第１の係止凹部２２は、図９～図１１に示すように、装飾溝部１６の底部に上下に貫通
して設けられて装着溝部１６の円弧方向に沿って細長いスライド孔部２２ａと、このスラ
イド孔部２２ａの外周側から上部ケース１１の下面側に亘って凹部状に設けられたスライ
ド凹部２２ｂと、このスライド凹部２２ｂ内におけるスライド孔部２２ａと対向する位置
の内面に設けられた２つの位置規制凹部２２ｃ、２２ｄとを備えている。
【００２９】
　これにより、第１の係止凹部２２は、図１１（ａ）および図１１（ｂ）に示すように、
スライド孔部２２ａとスライド凹部２２ｂとの両者に亘る内部に、弾性突起部２０の弾性
変形部２０ａが装着溝部１６の円弧方向に沿ってスライド可能に配置され、弾性突起部２
０の係合凸部２０ｂが２つの位置規制凹部２２ｃ、２２ｄのいずれかに係脱可能に係合し
て、弾性突起部２０を位置規制するように構成されている。
【００３０】
　この場合、２つの位置規制凹部２２ｃ、２２ｄのうち、１つの位置規制凹部２２ｃは、
図１６および図１７に示すように、装飾部材１５が装着溝部１６内に着脱可能な状態で配
置された際に、図１１（ｂ）に示すように、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂが係合する
位置に設けられて、装着溝部１６に対する装飾部材１５のロックを解除する位置に弾性突
起部２０を位置規制するように形成されている。
【００３１】
　また、他の位置規制凹部２２ｄは、図４および図５に示すように、装飾部材１５が装着
溝部１６内に配置された状態で装着溝部１６に沿って回転移動した際に、図１１（ａ）に
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示すように、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂが係合する位置に設けられて、装飾部材１
５を装着溝部１６に対してロックする位置に弾性突起部２０を位置規制するように形成さ
れている。
【００３２】
　これにより、装飾部材１５の弾性突起部２０は、図１６および図１７に示すように、そ
の弾性変形部２０ａが第１の係止凹部２２のスライド孔部２２ａとスライド凹部２２ｂと
の両者に亘る内部に配置されると、図１１（ｂ）に示すように、弾性突起部２０の係合凸
部２０ｂがロック解除位置の位置規制凹部２２ｃに係合し、装着溝部１６に対して装飾部
材１５を着脱可能な状態で位置規制するように構成されている。
【００３３】
　また、この弾性突起部２０は、図４および図５に示すように、装飾部材１５が装飾溝部
１６内に配置された状態で装着溝部１６に沿って回転移動すると、図１１（ａ）に示すよ
うに、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂがスライド凹部２２ｂの内面によって押されて、
弾性変形部２０ａが弾性変形してスライド孔部２２ａとスライド凹部２２ｂとの両者に亘
る内部をスライドし、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂがロック位置の位置規制凹部２２
ｄに係合し、装着溝部１６に対して装飾部材１５をロックした状態で位置規制するように
構成されている。
【００３４】
　一方、複数の第２の係止凹部２３は、図９および図１０に示すように、装着溝部１６の
外周側の内面における所定箇所と、装着溝部１６の内周側の内面における所定箇所とにそ
れぞれ設けられている。この場合、装着溝部１６の外周側に位置する係止凹部２３は、装
着溝部１６の底部に設けられて装着溝部１６の円弧方向に沿って細長いスライド孔部２３
ａと、このスライド孔部２３ａの一端部側（図９において反時計回り方向に位置する端部
側）における装着溝部１６の外周側に位置する箇所に設けられて係合突起部２１の上面を
係脱可能に係止する係止部２３ｂとを備えている。
【００３５】
　この装着溝部１６の外周側に位置する係止凹部２３は、図９、図１０および図１７に示
すように、そのスライド孔部２３ａ内に、装飾部材１５の外周面に位置する係合突起部２
１がスライド可能に挿入し、この係合突起部２１がスライド孔部２３ａ内をスライドして
スライド孔部２３ａの一端部に移動した際に、図５および図１２に示すように、係止部２
３ｂが係合突起部２１の上面を係脱可能に係止し、装飾部材１５が装着溝部１６から上方
に抜け出さないように構成されている。
【００３６】
　また、装着溝部１６の内周側に位置する係止凹部２３は、図９、図１０および図１７に
示すように、装着溝部１６の底部に設けられて装着溝部１６の円弧方向に沿って細長いス
ライド孔部２３ｃと、このスライド孔部２３ｃの一端部側（図９において反時計回り方向
に位置する端部側）における装着溝部１６の内周側に位置する仕切りリブ１７の一部に設
けられて係合突起部２１の上面を係脱可能に係止する係止部２３ｄとを備えている。
【００３７】
　この装着溝部１６の内周側に位置する係止凹部２３は、図９、図１０および図１７に示
すように、そのスライド孔部２３ｃ内に、装飾部材１５の内周面に位置する係合突起部２
１がスライド可能に挿入し、この係合突起部２１がスライド孔部２３ｃ内をスライドして
スライド孔部２３ｃの一端部に移動した際に、図５に示すように、係止部２３ｄが係合突
起部２１の上面を係脱可能に係止し、装飾部材１５が装着溝部１６から上方に抜け出さな
いように構成されている。
【００３８】
　さらに、装飾部材１５は、図１３および図１４に示すように、ゴムシート１８に設けら
れた回転防止部２４によって回転移動が阻止されるように構成されている。すなわち、こ
の回転防止部２４は、図１４（ａ）および図１４（ｂ）に示すように、ゴムシート１８上
に設けられた突起部であり、装飾部材１５が上部ケース１１の装着溝部１６に装着した状
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態で、ゴムシート１８を下部ケース１１に組み付けた際に、図１３および図１４（ａ）に
示すように、第１の係止凹部２２内に挿入して弾性突起部２０の回転移動を阻止するよう
に構成されている。
【００３９】
　次に、この装飾部材１５を上部ケース１１に取り付ける場合について説明する。
　まず、図１５および図１６に示すように、装飾部材１５を上部ケース１１の上面側から
装着溝部１６に挿入する。このときには、図１５に示すように、装飾部材１５の弾性突起
部２０を装着溝部１６の第１の係止凹部２２におけるスライド孔部２２ａ内に斜め上方か
ら挿入する。
【００４０】
　すると、図１５に示すように、装飾部材１５の弾性突起部２０の弾性変形部２０ａが第
１の係止凹部２２におけるスライド孔部２２ａ内に斜めに挿入して上部ケース１１の内部
に突出し、この状態で装飾部材１５が上部ケース１１の装着溝部１６に対応した状態で、
上部ケース１１の上方に傾斜して配置される。
【００４１】
　このときには、弾性突起部２０の弾性変形部２０ａが第１の係止凹部２２のスライド凹
部２２ｂにその下側に位置して対応すると共に、この弾性突起部２０の係合凸部２０ｂが
スライド凹部２２ｂにおけるロック解除位置の位置規制凹部２２ｃにその下側に位置して
対応する。また、装飾部材１５の複数の係合突起部２１は、装着溝部１６における複数の
第２の係止凹部２３にその上方に位置してそれぞれ対応する。
【００４２】
　この状態で、装飾部材１５の弾性突起部２０を支点として装飾部材１５を回転させて上
部ケース１１の上面側から装着溝部１６内に挿入させる。すると、図１６および図１７に
示すように、装飾部材１５の弾性突起部２０が装着溝部１６の第１の係合凹部２２に挿入
して、図１１（ｂ）および図１７に示すように、弾性突起部２０の弾性変形部２０ａが第
１の係合凹部２２のスライド凹部２２ｂ内に配置されると共に、弾性突起部２０の係合凸
部２０ｂがスライド凹部２２ｂにおけるロック解除位置の位置規制凹部２２ｃに係合する
。
【００４３】
　また、このときには、図１７に示すように、装飾部材１５の複数の係合突起部２１が装
着溝部１６における複数の第２の係合凹部２３におけるスライド孔部２３ａ、２３ｃにそ
れぞれ挿入する。この状態で、上部ケース１１の下側からタッチペン５のペン先５ａを弾
性突起部２０における枠形状の弾性変形部２０ａ内に挿入させ、この挿入したタッチペン
５によって装飾部材１５を装着溝部１６に沿って図１７において反時計回り（矢印Ｘ方向
）に回転移動させる。
【００４４】
　すると、弾性突起部２０の弾性変形部２０ａが弾性変形して、弾性突起部２０の係合凸
部２０ｂが装着溝部１６の第１の係合凹部２２におけるスライド凹部２２ｂ内のロック解
除位置の位置規制凹部２２ｃから離脱し、この状態で弾性突起部２０が第１の係合凹部２
２のスライド孔部２２ａおよびスライド凹部２２ｂの両者に亘る内部をスライドして、図
１１（ａ）に示すように、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂがスライド凹部２２ｂ内のロ
ック位置の位置規制凹部２２ｄに係合する。
【００４５】
　このときには、図１７に示すように、装飾部材１５の複数の係合突起部２１が、それぞ
れ装着溝部１６における複数の第２の係合凹部２３のスライド孔部２３ａ、２３ｃ内を移
動して、図５および図１２に示すように、第２の係合凹部２３の係止部２３ｂ、２３ｄに
それぞれ係止される。
【００４６】
　これにより、装飾部材１５は、装着溝部１６内から上部ケース１１の上側に抜け出すこ
となくロックされた状態で、装着溝部１６内に取り付けられる。この状態では、第２の係
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合凹部２３のスライド孔部２３ａ、２３ｃが、図４に示すように、装飾部材１５によって
塞がれることにより、第２の係合凹部２３のスライド孔部２３ａ、２３ｃが上部ケース１
１の上方から見ないように、装飾部材１５によって隠される。
【００４７】
　この後、図１３および図１４に示すように、上部ケース１１の下側にゴムシート１８を
スイッチ基板１９と共に取り付ける。このときには、図１３に示すように、ゴムシート１
８に膨出形成されたドーム状の膨出部である複数のキートップ１８ａを、上部ケース１１
の仕切りリブ１７によって形成された複数の開口部１１ａ内に挿入させると共に、ゴムシ
ート１８に設けられた回転防止部２４を装着溝部１６の第１の係止凹部２２内に挿入させ
て弾性突起部２０の回転移動を阻止する。これにより、装飾部材１５は装着溝部１６内に
固定される。
【００４８】
　一方、装飾部材１５を装着溝部１６内から取り外して交換する際には、まず、図１４（
ｂ）に示すように、上部ケース１１内からゴムシート１８をスイッチ基板１９と共に取り
外して、装着溝部１６の第１の係止凹部２２内からゴムシート１８の回転防止部２４を取
り除き、装飾部材１５を回転移動可能な状態にする。
【００４９】
　この状態で、上部ケース１１の下側からタッチペン５のペン先５ａを弾性突起部２０の
弾性変形部２０ａ内に挿入させ、タッチペン５によって装飾部材１５を装着溝部１６に沿
って図１１（ａ）において時計回り（矢印Ｙ方向）に回転移動させる。すると、弾性突起
部２０の弾性変形部２０ａが弾性変形して、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂが装着溝部
１６の第１の係合凹部２２におけるスライド凹部２２ｂ内のロック位置の位置規制凹部２
２ｄから離脱する。
【００５０】
　この後、図１１（ｂ）および図１７に示すように、弾性突起部２０が第１の係合凹部２
２のスライド孔部２２ａおよびスライド凹部２２ｂの両者に亘る内部をスライドして、弾
性突起部２０の係合凸部２０ｂがスライド凹部２２ｂ内のロック解除位置の位置規制凹部
２２ｃに係合する。このときには、図１７に示すように、装飾部材１５の複数の係合突起
部２１がそれぞれ装着溝部１６における複数の第２の係合凹部２３のスライド孔部２３ａ
、２３ｃ内を移動して、第２の係合凹部２３の係止部２３ｂ、２３ｄから離脱する。
【００５１】
　これにより、装飾部材１５が装着溝部１６内から上部ケース１１の上側に抜き出し可能
な状態になるので、装飾部材１５の弾性突起部２０と反対側に位置する部分の装飾部材１
５を装着溝部１６内から上方に引き上げて、図１５に示すように、装飾部材１５の複数の
係合突起部２１を装着溝部１６における複数の第２の係合凹部２３のスライド孔部２３ａ
、２３ｃから上方に抜き出す。この後、装飾部材１５の弾性突起部２０を装飾溝部１６の
第１の係合凹部２２から斜め上方に抜き出すことにより、装飾部材１５を装着溝部１６か
ら取り外すことができる。
【００５２】
　このように、この電子辞書における装飾部材１５の取付構造によれば、上部ケース１１
の上面に設けられたリング状の装着溝部１６に着脱可能に取り付けられるリング状の装飾
部材１５の周面に、弾性突起部２０と複数の係合突起部２１とを設け、装着溝部１６の内
面に、装飾部材１５が装着溝部１６内に挿入されて装着溝部１６に沿って回転した際に、
装飾部材１５の回転移動に応じて、弾性突起部２０が係脱可能に係合する第１の係止凹部
２２と、複数の係合突起部２１がそれぞれ係脱可能に係合する複数の第２の係止凹部２３
とを設けた構成であるから、リング状の装飾部材１５を上部ケース１１の装着溝部１６内
に簡単に且つ容易に取り付けることができる。
【００５３】
　すなわち、この装飾部材１５の取付構造では、上部ケース１１にリング状の装飾部材１
５を取り付ける際に、上部ケース１１の上面に設けられたリング状の装着溝部１６内に、
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装飾部材１５を挿入させて装着溝部１６に沿って回転移動させると、この装飾部材１５の
回転移動に応じて、装飾部材１５の弾性突起部２０を弾性変形させて装着溝部１６の第１
の係止凹部２２によって係脱可能に係止させることができると共に、装飾部材１５の複数
の係合突起部２１を装着溝部１６の複数の第２の係止凹部２３によってそれぞれ係脱可能
に係止させることができる。
【００５４】
　また、この装飾部材１５の取付構造では、装飾部材１５を装着溝部１６に沿って上述と
逆方向に回転移動させると、その装飾部材１５の回転移動に応じて、装飾部材１５の弾性
突起部２０を弾性変形させて装着溝部１６の第１の係止凹部２２による係合を解除させて
第１の係止凹部２２から離脱させることができると共に、装飾部材１５の複数の係合突起
部２１を装着溝部１６の複数の第２の係止凹部２３による係合を解除させて複数の係合突
起部２１から離脱させることができる。これにより、装飾部材１５を上部ケース１１の装
着溝部１６内に着脱可能に容易に取り外すことができる。
【００５５】
　このため、この装飾部材１５の取付構造では、別部品を用いず、少ない部品点数で、装
飾部材１５を装着溝部１６に簡単に且つ容易に着脱可能に取り付けることができると共に
、装飾部材１５が上部ケース１１の装着溝部１６内に配置されるので、上部ケース１１の
厚みが厚くならず、装飾部材１５の取付構造の薄型化および機器全体の薄型化を図ること
ができる。
【００５６】
　この場合、弾性突起部２０は、装飾部材１５の外周面に設けられた両持ち梁である枠形
状の弾性変形部２０ａと、この弾性変形部２０ａにその外周側に向けて突出した係合凸部
２０ｂとを一体に形成した構成であり、装着溝部１６の内周面に設けられて弾性突起部２
０を係止する第１の係止凹部２２は、弾性突起部２０が挿入してスライドするスライド孔
部２２ａと、このスライド孔部２２ａの外周側に連続して設けられて弾性突起部２０がス
ライド可能に配置されるスライド凹部２２ｂと、このスライド凹部２２ｂの内面に設けら
れた２つの位置規制凹部２２ｃ、２２ｄとを備えた構成であるから、装飾部材１５を装着
溝部１６内の所定位置に確実に位置規制して取り付けることができる。
【００５７】
　すなわち、装飾部材１５を装着溝部１６内に配置する際には、装飾部材１５の弾性突起
部２０を装着溝部１６の第１の係止凹部２２におけるスライド孔部２２ａ内に斜め上方か
ら挿入させることにより、簡単に装飾部材１５を装着溝部１６内に配置することができる
。この状態で、装飾部材１５を装着溝部１６に沿ってスライドさせると、弾性突起部２０
の弾性変形部２０ａが変形して係合凸部２０ｂを２つの位置規制凹部２２ｃ、２２ｄのい
ずれかに確実に係合させることができ、これにより飾部材１５を所定位置に確実に位置規
制することができる。
【００５８】
　例えば、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂがロック位置の位置規制凹部２２ｄに係合す
ると、弾性突起部２０をロック位置に位置規制することができ、これにより装飾部材１５
を装着溝部１６内の所定位置に確実に位置規制して取り付けることができる。また、弾性
突起部２０の係合凸部２０ｂがロック解除位置の位置規制凹部２２ｃに係合すると、弾性
突起部２０のロックを解除する位置に位置規制することができ、これにより装着溝部１６
に対して装飾部材１５を容易に着脱することができる。
【００５９】
　一方、装飾部材１５の複数の係合突起部２１は、それぞれ角柱状に形成されて装飾部材
１５の外周側と内周側とのいずれかに突出して設けられており、装着溝部１６の第２の係
止凹部２３は、係合突起部２１が挿入してスライドするスライド孔部２２ａ、２２ｃと、
このスライド孔部２２ａ、２２ｃの一端部に対応する箇所に設けられ、装飾部材１５の回
転移動に応じて係合突起部２１の上面を係脱可能に係止する係止部２３ｂ、２３ｄとを備
えた構成であるから、装飾部材１５が装着溝部１６内から抜け出さないように、装飾部材
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１５を装着溝部１６内に確実に係止して取り付けることができる。
【００６０】
　すなわち、装飾部材１５を装着溝部１６内に配置する際には、複数の係合突起部２１が
装着溝部１６の各スライド孔部２２ａ、２２ｃ内に上方から挿入し、この状態で装飾部材
１５を装着溝部１６に沿ってスライドさせると、複数の係合突起部２１が各スライド孔部
２２ａ、２２ｃに沿って移動し、複数の係合突起部２１の各上面をそれぞれ係止部２３ｂ
、２３ｄによって係止することができる。
【００６１】
　このため、装飾部材１５が装着溝部１６内から抜け出さないように、装飾部材１５を装
着溝部１６内に確実に係止して取り付けることができる。この場合には、装飾部材１５に
よって複数のスライド孔部２２ａ、２２ｃを完全に塞いで隠すことができるので、装飾部
材１５のみを上部ケース１１の上側に露出させることができ、これにより装飾効果を高め
ることができるので、外観的にもデザイン的にも好ましいものを得ることができる。
【００６２】
　また、この装飾部材１５の取付構造では、装着溝部１６で囲われた領域内に位置する上
部ケース１１の上面に、複数のキー開口部１１ａが設けられており、この複数のキー開口
部１１ａ内には、複数のキートップ１８ａが出没可能に配置されているので、この複数の
キートップ１８ａを装飾部材１５によって囲うことができ、これにより複数のキートップ
１８ａが目立つように、装飾部材１５によって装飾することができる。
【００６３】
　例えば、上部ケース１１に設けられたキー入力部６は、文字キー、ファンクションキー
が配列された第１の入力部９と、カーソルキー、決定キーが円形状の領域内に配列された
第２の入力部１０とを備えており、この第２の入力部１０が装飾部材１５によって囲われ
ていることにより、第１の入力部９と第２の入力部１０とを装飾部材１５によって装飾的
に仕切ることができると共に、第１の入力部９に対して第２の入力部１０が目立つように
、第２の入力部１０を装飾部材１５によって装飾することができる。
【００６４】
　さらに、上部ケース１１内には、複数のキートップ１８ａが設けられたキーシート１８
が配置されており、このキーシート１８には、装飾部材１５の回転移動を阻止するためる
回転防止部２４が設けられていることにより、装飾部材１５が上部ケース１１の装着溝部
１６に装着した状態で、ゴムシート１８を下部ケース１１に組み付けた際に、回転防止部
２４が第１の係止凹部２２内に挿入して弾性突起部２０の回転移動を阻止することができ
、これにより装飾部材１５が装着溝部１６から外れないように確実に固定することができ
る。
【００６５】
（実施形態２）
　次に、図１８～図２２を参照して、この発明を電子辞書に適用した実施形態２について
説明する。なお、図１～図１７に示された実施形態１と同一部分には同一符号を付して説
明する。
　この電子辞書は、図１８および図１９に示すように、上部ケース１１の装着溝部１６に
装着する装飾部材３０の弾性突起部３１が実施形態１と異なる構成であり、これ以外は実
施形態１とほぼ同じ構成になっている。
【００６６】
　この場合、装飾部材３０は、実施形態１と同様、全体がリング状に形成されており、こ
のリング状の装飾部材３０には、図１９および図２０に示すように、弾性突起部３１が設
けられているほか、実施形態１と同様、複数の係合突起部２１が設けられている。この装
飾部材３０は、実施形態１と同様、合成樹脂からなり、図２１に示すように、その全表面
にプラスチックめっきによって金属めっき層３２が形成された構成になっている。
【００６７】
　このため、弾性突起部３１は、金属めっき層３２によって弾性変形し難くなることによ
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り、図２０および図２２に示すように、弾性変形し易い片持ち梁をなす「コ」字形状の弾
性変形部３１ａと、この弾性変形部３１ａに設けられた係合凸部３１ｂとを備え、これら
が装飾部材３０と一体に形成されている。この弾性突起部３１も、実施形態１と同様、そ
の弾性変形部３１ａが第１の係止凹部２２のスライド孔部２２ａとスライド凹部２２ｂと
の両者に亘る内部にスライド可能に配置されるように構成されている。
【００６８】
　すなわち、この弾性突起部３１は、図２２（ａ）および図２２（ｂ）に示すように、そ
の弾性変形部３１ａが第１の係止凹部２２のスライド孔部２２ａとスライド凹部２２ｂと
の両者に亘る内部に配置された状態で、装飾部材３０が装飾溝部１６に沿って回転移動す
る際に、弾性突起部３１の係合凸部３１ｂがスライド凹部２２ｂの内面で押され、弾性変
形部３１ａが容易に弾性変形してスライド孔部２２ａとスライド凹部２２ｂとの両者に亘
る内部をスライドし、弾性突起部３１の係合凸部３１ｂが２つの位置規制凹部２２ｃ、２
２ｄのいずれか一方に係合するように構成されている。
【００６９】
　この場合、弾性突起部３１の弾性変形部３１ａは、図２０に示すように、その内部にタ
ッチペン５のペン先５ａを挿入させて装飾部材３０を回転移動させる際に、装飾部材３０
を一方向（図２０では反時計周り）に回転させることができても、他方向（図２０では時
計周り）に回転させることができない。このため、弾性突起部３１が配置される第１の係
止凹部２２に接近する箇所の装着溝部１６には、図１９に示すように、タッチペン５のペ
ン先５ａが挿入して弾性突起部３１の弾性変形部３１ａを回転移動させるための回転操作
孔３３が設けられている。
【００７０】
　この回転操作孔３３は、図２２（ａ）に示すように、装着溝部１６に装飾部材３０が装
着されて弾性突起部３１の係合凸部３１ｂが第１の係止凹部２２内におけるロック位置の
位置規制凹部２２ｄに係合し、弾性突起部３１の片持ち梁である弾性変形部３１ａが第１
の係止凹部２２の側面に接近した状態で、タッチペン５のペン先５ａが挿入されると、こ
のペン先５ａで弾性変形部３１ａの外側面を押して装飾部材３０を図２２（ａ）において
時計回りに回転移動させるように構成されている。
【００７１】
　このように、この電子辞書における装飾部材１５の取付構造によれば、実施形態１と同
様、別部品を用いず、少ない部品点数で、上部ケース１１の厚みが厚くならずに、リング
状の装飾部材３０を上部ケース１１の装着溝部１６内に簡単に且つ容易に着脱可能に取り
付けることができるほか、複数のキートップ１８ａを囲う装飾部材３０に金属めっき層３
２が施されているので、実施形態１よりも、複数のキートップ１８ａを目立つように装飾
することができ、この装飾部材３０によって、より一層、装飾効果を高めることができる
。
【００７２】
　この場合、金属めっき層３２が施された装飾部材３０の弾性突起部３１は、片持ち梁状
の弾性変形し易い形状に形成されていることにより、金属めっき層３２が施されていても
、弾性突起部３１の弾性変形部３１ａを容易に弾性変形させることができるので、実施形
態１と同様、装飾部材３０を上部ケース１１の装着溝部１６内に簡単に且つ容易に着脱可
能に取り付けることができる。
【００７３】
　また、装着溝部１６が設けられた箇所における上部ケース１１には、弾性突起部３１を
押圧して装飾部材３０を回転移動させるための回転操作孔３３が設けられているので、弾
性突起部３１の内部にタッチペン５のペン先５ａを挿入させて装飾部材３０を回転移動さ
せる際に、弾性突起部３１を一方向（図２２（ｂ）では反時計周り）に回転移動させるこ
とができても、他方向（図２２（ａ）では時計周り）に回転移動させることができない場
合でも、回転操作孔３３にタッチペン５のペン先５ａを挿入させることにより、このタッ
チペン５で弾性突起部３１の弾性変形部３１ａを外側から押して、装飾部材３０を回転移
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動させることができる。
【００７４】
　なお、上述した実施形態２では、弾性突起部３１の弾性変形部３１ａが弾性変形し易い
片持ち梁状に形成されて、弾性突起部３１の内部にタッチペン５のペン先５ａを挿入させ
て装飾部材３０を回転移動させる際に、弾性突起部３１を一方向（図２０では反時計周り
）に回転移動させることができても、他方向（図２０では時計周り）に回転移動させるこ
とができない構成である場合について述べたが、これに限らず、例えば図２３および図２
４に示す変形例のように構成しても良い。
【００７５】
　すなわち、図２３および図２４に示された変形例における弾性突起部３５の弾性変形部
３５ａは、弾性変形し易い逆向きの片持ち梁状に形成されて、その内部にタッチペン５の
ペン先５ａを挿入させて装飾部材３０を回転移動させる際に、弾性突起部３５を一方向（
図２３では時計周り）に回転移動させることができても、他方向（図２３では反時計周り
）に回転移動させることができないように構成されている。このため、弾性突起部３５が
配置される第１の係止凹部２２における弾性突起部３５が接近する箇所の装着溝部１６に
は、タッチペン５のペン先５ａが挿入して弾性突起部３５の弾性変形部３５ａを回転移動
させるための回転操作孔３６が設けられている。
【００７６】
　この回転操作孔３６は、図２４（ｂ）に示すように、装着溝部１６に装飾部材３０が装
着されて弾性突起部３５の係合凸部３５ｂが第１の係止凹部２２内におけるロック解除位
置の位置規制凹部２２ｃに係合し、弾性突起部３５の片持ち梁である弾性変形部３５ａが
第１の係止凹部２２の側面に接近した際に、タッチペン５のペン先５ａが挿入されると、
このペン先５ａで弾性変形部３５ａの外側面を押して、装飾部材３０を図２４（ａ）にお
いて反計回りに回転移動させるように構成されている。このように構成しても、実施形態
２と同様の作用効果がある。
【００７７】
（実施形態３）
　次に、図２５～図３６を参照して、この発明を電子辞書に適用した実施形態３について
説明する。この場合にも、図１～図１７に示された実施形態１と同一部分に同一符号を付
して説明する。
　この電子辞書は、装飾部材１５の回転移動に応じてスイッチが切り替わるスライドスイ
ッチ部４０を備えた構成であり、これ以外は実施形態１とほぼ同じ構成になっている。
【００７８】
　すなわち、このスライドスイッチ部４０は、例えば、スピーカ部８による放音と消音と
を切り替えるためのものであり、図２５～図２９に示すように、装飾部材１５の弾性突起
部２０に設けられた接点板４１と、スイッチ基板１９に設けられて接点板４０が接触して
スライドする第１～第３の各接点部４２～４４とを備えている。接点板４１は、導電性を
有する金属板からなり、全体がほぼＨ字形状に形成され、その中心部が弾性突起部２０の
下面に取り付けられている。
【００７９】
　この場合、接点板４１の一端部４１ａ（図２６では右端部）は、図２６に示すように、
２股に分かれて、図２８および図２９に示すように、その各先端部が第１の接点部４２に
接触してスライドするように形成されている。また、接点板４１の他端部４１ｂ（図２６
では左端部）は、図２６に示すように、２股に分かれて、図２８および図２９に示すよう
に、その各先端部が第２、第３の各接点部４３、４４のいずれかに接触してスライドする
ように形成されている。
【００８０】
　一方、第１～第３の各接点部４２～４４は、図２７に示すように、スイッチ基板１９上
における弾性突起部２０が回転移動する移動軌跡上に対応する箇所に、弾性突起部２０の
移動方向に沿って設けられている。すなわち、第１の接点部４２は、図２７～図２９に示
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すように、弾性突起部２０が回転移動する移動軌跡上に対応する箇所における右側に細長
く形成され、接点板４１の一端部４１ａが接触するように構成されている。
【００８１】
　第２の接点部４３は、図２７～図２９に示すように、弾性突起部２０が回転移動する移
動軌跡上に対応する箇所における第１の接点部４２の左側に少し離れた位置に設けられ、
その長さが第１の接点部４２よりも短く形成され、図２８に示すように、接点板４１の一
端部４１ａが最も右側に位置した際に、接点板４１の他端部４１ｂが接触するように構成
されている。
【００８２】
　第３の接点部４４は、図２７～図２９に示すように、弾性突起部２０が回転移動する移
動軌跡上に対応する箇所における第２の接点部４３の左側に少し離れた位置に設けられ、
その長さが第２の接点部４３よりも長く形成され、図２９に示すように、接点板４１の一
端部４１ａが最も左側に位置した際に、接点板４１の他端部４１ｂが接触するように構成
されている。
【００８３】
　これにより、スライドスイッチ部４０は、図２８に示すように、接点板４１の一端部４
１ａが第１の接点部４２の最も右側に接触し、接点板４１の他端部４１ｂが第２の接点部
４３に接触した際に、オン状態となり、スピーカ部８から音を放音させるように構成され
ている。また、このスライドスイッチ部４０は、図２９に示すように、接点板４１の一端
部４１ａが第１の接点部４２の最も左側に接触し、接点板４１の他端部４１ｂが第３の接
点部４４に接触した際に、オフ状態となり、スピーカ部８を消音させるように構成されて
いる。
【００８４】
　一方、弾性突起部２０がスライド可能に係合する装着溝部１６の第１の係止凹部４５は
、図２６に２点鎖線で示すように、実施形態１の第１の係止凹部２２よりも装着溝部１６
の円弧方向に長く形成されている。すなわち、この第１の係止凹部４５は、実施形態１と
同様、装飾溝部１６の底部に上下に貫通して設けられて装着溝部１６の円弧方向に沿って
細長いスライド孔部４５ａと、このスライド孔部４５ａの外周側から上部ケース１１の下
面に亘って連続して設けられた凹部状のスライド凹部４５ｂと、このスライド凹部４５ｂ
内におけるスライド孔部４５ａと対向する内面に設けられた第１～第３の各位置規制凹部
４６～４８とを備えている。
【００８５】
　この第１の係止凹部４５は、図２６に示すように、スライド孔部４５ａとスライド凹部
４５ｂとの両者に亘る内部に、弾性突起部２０の弾性変形部２０ａが装着溝部１６の円弧
方向に沿ってスライド可能に配置され、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂが第１～第３の
各位置規制凹部４６～４８のいずれかに係脱可能に係合するように構成されている。
【００８６】
　この場合、第１の位置規制凹部４６は、図３２に示すように、装飾部材１５が装着溝部
１６内に着脱可能な状態で配置された際に、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂが係合する
位置に設けられて、装着溝部１６に対する装飾部材１５のロックを解除する位置（図２６
では第１の係止凹部４５内の右側）に、弾性突起部２０を位置規制するように構成されて
いる。この状態では、スライドスイッチ部４０は、接点板４１の一端部４１ａが第１の接
点部４２に接触せず、第１の接点部４２から右側に離れているため、オフ状態となる。
【００８７】
　第２の位置規制凹部４７は、図３３および図３４に示すように、装飾部材１５を装着溝
部１６に対してロックする第１の位置（図２６では中間位置）に設けられ、装飾部材１５
が装着溝部１６内に配置されて回転移動した際に、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂが係
合して、弾性突起部２０を第１の係止凹部４５内の中間位置に位置規制すると共に、スラ
イドスイッチ部４０をオン状態に位置規制するように構成されている。
【００８８】
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　第３の位置規制凹部４８は、図３５および図３６に示すように、装飾部材１５を装着溝
部１６に対してロックする第２の位置（図２６では左側位置）に設けられ、装飾部材１５
が装着溝部１６内に配置されて回転移動した際に、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂが係
合して、弾性突起部２０を第１の係止凹部４５内の左側位置に位置規制すると共に、スラ
イドスイッチ部４０をオフ状態に位置規制するように構成されている。
【００８９】
　これにより、装飾部材１５の弾性突起部２０は、図３１および図３２に示すように、そ
の弾性変形部２０ａが第１の係止凹部４５のスライド孔部４５ａとスライド凹部４５ｂと
の両者に亘る内部に配置されると、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂがロックを解除する
第１の位置規制凹部４６に係合し、装着溝部１６に対して装飾部材１５を着脱可能な状態
にするように構成されている。
【００９０】
　また、この弾性突起部２０は、図３３および図３４に示すように、装飾部材１５が装飾
溝部１６内に配置されて回転移動し、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂがスライド凹部４
５ｂの内面で押されて、弾性変形部２０ａが弾性変形してスライド孔部４５ａとスライド
凹部４５ｂとの両者に亘る内部をスライドし、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂがロック
する第２の位置規制凹部４７に係合した際に、スライドスイッチ部４０をオン状態に位置
規制してスピーカ部８が放音するように構成されている。
【００９１】
　さらに、この弾性突起部２０は、図３５および図３６に示すように、装飾部材１５が装
飾溝部１６内に配置されて回転移動し、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂがスライド凹部
４５ｂ内の側面で押されて、弾性変形部２０ａが弾性変形してスライド孔部４５ａとスラ
イド凹部４５ｂとの両者に亘る内部をスライドし、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂがロ
ックする第３の位置規制凹部４８に係合した際に、スライドスイッチ部４０をオフ状態に
位置規制してスピーカ部８を消音させるように構成されている。
【００９２】
　この場合、装飾部材１５の複数の係合突起部２１が係合する装着溝部１６の第２の係止
凹部２３は、図３２、図３４、図３６に示すように、その各スライド孔部２３ａ、２３ｃ
が、弾性突起部２０のスライド移動に応じて、実施形態１よりも長く形成されている。す
なわち、第２の係止凹部２３の各スライド孔部２３ａ、２３ｃは、弾性突起部２０がスラ
イド可能に配置される装着溝部１６の第１の係止凹部４５の円弧方向の長さと同じ長さで
形成されている。
【００９３】
　ところで、弾性突起部２０に対応する箇所の装飾部材１５の上面には、図２６、図３０
および図３１に示すように、タッチペン５のペン先５ａが挿入するペン挿入穴部４９が設
けられている。このペン挿入穴部４９は、装飾部材１５の上面に設けられた凹部であり、
装着溝部１６に装着された装飾部材１５の上面側からタッチペン５のペン先５ａが挿入し
、この挿入したタッチペン５によって装飾部材１５を装着溝部１６に沿って回転移動させ
るように構成されている。
【００９４】
　このような電子辞書における装飾部材１５の取付構造によれば、実施形態１と同様、別
部品を用いず、少ない部品点数で、上部ケース１１の厚みが厚くならずに、リング状の装
飾部材３０を上部ケース１１の装着溝部１６内に簡単に且つ容易に着脱可能に取り付ける
ことができるほか、装飾部材１５の回転移動に応じてスイッチ動作するスライドスイッチ
部４０を備えているので、装飾部材１５を装着溝部１６に沿って回転移動させることによ
り、スライドスイッチ部４０をスライドさせて、スピーカ部８の放音と消音とを切り替え
ることができる。
【００９５】
　すなわち、このスライドスイッチ部４０は、装飾部材１５の弾性突起部２０に設けられ
た接点板４１と、スイッチ基板１９に設けられて接点板４０が接触してスライドする第１
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～第３の各接点部４２～４４とを備え、接点板４１の一端部４１ａが第１の接点部４２の
最も右側に接触し、接点板４１の他端部４１ｂが第２の接点部４３に接触した際に、オン
状態となり、また接点板４１の一端部４１ａが第１の接点部４２の最も左側に接触し、接
点板４１の他端部４１ｂが第３の接点部４４に接触した際に、オフ状態となるので、装飾
部材１５の回転移動に応じて、スピーカ部８から音を放音させたり、またスピーカ部８を
消音させたりすることができる。
【００９６】
　この場合、装飾部材１５の弾性突起部２０がスライド可能に配置される装着溝部１６の
第１の係止凹部４５には、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂが係脱可能に係合して弾性突
起部２０を所定位置に位置規制する第１～第３の各位置規制凹部４６～４８が設けられて
いるので、装飾部材１５を回転移動させた際に、弾性突起部２０の係合凸部２０ｂが第１
～第３の各位置規制凹部４６～４８のいずれかに係合することにより、スライドスイッチ
部４０の接点板４１を所定位置に確実に位置規制することができ、これによりスライドス
イッチ部４０のオン状態とオフ状態とのいずれかの状態を確実に保持することができる。
【００９７】
　また、装飾部材１５の上面における所定箇所には、タッチペン５のペン先５ａが挿入す
るペン挿入穴部４９が設けられているので、タッチペン５のペン先５ａをペン挿入穴部４
９に挿入させ、この挿入したタッチペン５によって装飾部材１５を装着溝部１６に沿って
回転移動させることができ、これによりスライドスイッチ部４０を容易に且つ簡単にスラ
イドさせて、スイッチを切り替えることができるので、使い勝手の良いものを提供するこ
とができる。
【００９８】
　なお、上述した実施形態３では、スライドスイッチ部４０がスピーカ部８の放音と消音
とを切り替えように構成されている場合について述べたが、必ずしもスピーカ部８の放音
と消音とを切り替える機能である必要はなく、例えば入力表示部４および補助入力表示部
７のバックライトの点灯と消灯とを切り替える機能など、他の機能を切り替えるように構
成しても良い。
【００９９】
　また、上述した実施形態１～３およびその各変形例では、キー入力部６の第２の入力部
１０における複数のキートップ１８ａを装飾部材１５、３０で囲うように構成した場合に
ついて述べたが、必ずしも複数のキートップ１８ａを囲う必要はなく、スピーカ部８を装
飾部材１５、３０で囲うように構成しても良く、また補助入力表示部７を円形状に形成し
、この補助入力表示部７を装飾部材１５、３０で囲うように構成しても良い。要するに、
装飾部材１５、３０は、第１のケース１および第２のケース２などの機器ケースのいずれ
の箇所に設けられていても良い。
【０１００】
　さらに、上述した実施形態１～３およびその各変形例では、電子辞書に適用した場合に
ついて述べたが、必ずしも電子辞書である必要はなく、例えば携帯電話機や携帯情報端末
機（ＰＤＡ：パーソナル・デジタル・アシスタント）、あるいは携帯型のパーソナルコン
ピュータなどの各種の電子機器に広く適用することができる。
【符号の説明】
【０１０１】
　１　第１のケース
　２　第２のケース
　３　ヒンジ部
　４　入力表示部
　５　タッチペン
　５ａ　ペン先
　６　キー入力部
　８　スピーカ部
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　９　第１の入力部
　１０　第２の入力部
　１１　上部ケース
　１１ａ　キー開口部
　１２　下部ケース
　１５、３０　装飾部材
　１６　装着溝部
　１８ａ　キートップ
　１９　スイッチ基板
　２０、３１、３５　弾性突起部
　２０ａ、３１ａ、３５ａ　弾性変形部
　２０ｂ、３１ｂ　係合凸部
　２１　係合突起部
　２２　第１の係止凹部
　２２ａ　スライド孔部
　２２ｂ　スライド凹部
　２２ｃ、２２ｃ　位置規制凹部
　２３　第２の係止凹部
　２３ａ、２３ｃ　スライド孔部
　２３ｂ、２３ｂ　係止部
　２４　回転防止部
　３２　金属めっき層
　３３、３６　回転操作孔
　４０　スライドスイッチ部
　４１　接点板
　４２～４４　第１～第３の各接点部
　４６～４８　第１～第３の各位置規制凹部
　４９　ペン挿入穴部
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